
之
を
嬰
す
る
に
今
港
げ
た
例
か
ら
は
未

だ的
確
に
把
持
し
-

桝
は
或
は
な
い

か
-
知
れ
ぬ
が
'

･フ
ヱ
ド
…

氏

の
竃

に
ょ
晶

-

機
撃

は
波
-

-

-

石
-

名
種
の
中
に
嘗

れ
た
ア
ル
カ
墓

石
の
光
空

の
性

質
に
踊
し
て
勝
凍
開
明
さ
れ
る
べ
き
所
多
き
は
明
か
で
あ
る
｡

六

甲

山

地

の

形

成

本

間

不

二

労

君

塚

康

次

郎

.

軸

p
位

置

及

地

形

六
甲
山
地
は
播
磨
開
署

の
梅
讐

碧

等

｡

始
め
は
幅
狭
-
凡

諒

に
嘗

ざ
れ
言

霊

追

む
に
従
ひ

漸
登

れ
露

す
0
其
の
西
南
部
に
於
て
は
警

視
暦
に
よ
-

酉
姦

は
る
～
も
山
艶
は
菅
蔑

岩
よ
是

-
､

先
づ
西
須
磨
の
西
方
空

域
溺
山
(
二
三
七
,
≡
)
に
飴
-

倉
山
(
二
九

.｢

吾

霊

山
(
呉

三
'
二
)
摩
耶
山

(
六
朱

､
六
)石
楠
曹

(
六
至

,
A
)
に
至
る
に
讐

て
市
警

槍
し
､
誉

豊

し
て
票

甲
山

(
八
〇
二
､

吾

よ
姦

六
甲
山
(九
三
二
,
四
)
に
於
い
て
極
乱
造

し
石
質
戯
(
入
室

､

一
)樫
ケ
峰
(
四
六
〇
二

ハ
)
姦

て

北
兼
備
武
庫
州
に
て
淀
す
る
迄
凡
そ
五
十
粁
な
り
｡

六
甲
山
欝

蒜

の
北
側
に
は
愛
宕
山

(
八
八
三
三

)
湯
柑
山
(
克

八
)射
場
2
(
六
九
〇
)落
東
山
(
重

量

'

六
叩

山
地

の

形

成

孟

弧

]
五



地

球

鱒
十
懸

節
四
郷

書

出

〓

ハ

二
).等
あ
り
更
に
其
の
北
に
山
田
川
の
上
流
部
あ
-,chで
鎮
瀬
川

ビ共
に
其

の
北
西
練
を
劃
し
､
本
山
地
兼
端
部
の
幅
員
は
約
八
粁
な
ら
｡
大
部
分
は

花
園
岩
よ
･ilな
る
だ
錐
も
古
生
暦
..
第
三
紀
層
洪
積
層
石
英
閃
耗
岩
石
英

Eq
∴

斑

岩
安
山
岩
を
も
伴
ふ
.

こ
､
地

質

1
､
着

生

歯

L
(
第
二
園
の
7
)

irLi生
櫛
に
つ
き
て
は

宜
智
部
博
士
の
二
十
寓
分
の

1
地
質
圏
製
作
の
際

に
本
川
地
の
北
練
を
眠

-
て
西
洗
す
る
山
田
州
の
流
域
に
小
分
布
あ
る
を

知
ら
れ
又
故
比
企
博
士
が
震
災
預
防
調
査
骨
報
告
堅

二
十
入
鹿
有
馬
町
地
場
地
々
質
嗣
沓
報
覚
中
に
有
馬
町
よ
り
任

膏
術
道
に
沿
ひ
来
六
甲
山
及
射
場
山
の
略
中
間
に
花
園
斑
岩

(
比
企
博
士
は
石
英
響

石
打
す
)
に
よ
-
て
接
胸
静
質

を
受
け
た
る
粘
懲

石
を
磯
見
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ

ざ
｡
L
が
今
度
空
.
ハ
甲
山
南
側
任
膏
に
至
る
斜
面
に
精
磨
汎
な
る

分
布
置
域
あ
る
を
知
る
に
至
れ
-
｡
即
ち
本
山
村
北
畑
北
部
に
兼
閏
及
び
南
北
各
二
粁
に
及
ぶ
も
の
､
佳
膏
よ
-
育

馬
に
屠
る
街
道
に
沿
ひ
兼
閣
二
粁
南
北
二
､
五
粁
に
及
ぶ
も
の
及
び
本
山
村
ビ
構
造
材
ど
の
境
罪
部
に
長
緩

1
､
五

粁
類
従

〇
､
五
群
に
達
す
る
も
ゐ
ゎ
.
其
他
住
着
よ
り
有
馬
に
至
る
道
路
上
に
於
い
て
六
甲
山
の
峠
に
か
ゝ
る
附
近

灯
せ
鮎
荘
L
で
麗
園
岩
に
貫
か
る
る
も
の
を
敬
見
せ
ゎ
｡

岩
石
は
砂
岩
及
び
粘
板
岩
よ
-
軒

-
著
し
-
麺
質
を
受
け
品
雲
母
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
ど
な
る
ー

其
の
瞥
し
き
は
本
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川
村
北
畑
北
方
に
之
を
見
る
0
☆
咋
樹
は
井
走
向
傾
斜
判
明
せ
ず
盾
の
庁

さ
も
不
明
な
れ
.I,J
も
木
川
村
北
鮒
に
て
は
小
作
肘
申
よ
-
旭
々
花
樹
岩
の

小
払
〓
す
る
を
見
れ
ば
位
蝕
を
免
れ
て
伐
に
花
細
君
を
依
ふ
に
過
ぎ
ざ
る

も
の
な
-
0

2
'
石

炎

g

紘

山:G

(
筋
二
間
の
6
)

石
英
閃
絃
岩
は
摘
何
部
を
古
め
囲
灘
朴
上
野
よ
-
両
肘
村
東
北
部
に
至

る
速
を
境
ビ
し
て
花
尚
岩
に
接
す
.
本
促
成
岩

は
東
北
部
に
分
布
せ
る
花

樹
岩
の
進
入
を
受
け
て
接
梱
担
Lj
を
受
け
時
に
純
色
に
浸
せ
る
も
の
ゐ
-

又
肘
六
叩
山
よ
-
六
甲
村
に
点
る
坂
終
に
的
ひ
て
は
花
樹
山村
中
に
ゼ
ノ
リ

ス
と
し
て
取
り
こ
ま
れ
た
る
も
の
を
も
見
る
｡

石
英
閃
紘
仙Jf
の
黄
鱈
を
,rf
す
も
の
は
粗
粒
7gfLtの
岩
ポ
Ll
れ
で
も
共
迎
線
刷
は
細
粒
質
に
し
て
肉
収
的
に
は
晴
純
色

を
果
す
.
組
成
餌
物
は
人
瀧
の
斜
長
石
角
捌
ポ
石
英
を
+
j
J
L
邦
石
及
び
正
長
不
も
亦
少
環
布
推
す
｡

其
の
.最
も
良
好
,rt
る
端
山
地
は
榊
と

;
祁
引
瀧
貯
水
池
附
近
及
高
畑
川
流
域
な
り
｡
本
岩
の
分
化
物
な
る
岩
脈
に

は
ア
プ
ラ
イ
ト
あ
れ
で
も
斉
し
か
ら
す
｡

3
'
花

陶

岩

(
節
二
間
の
5
)及
び
石
英
斑
岩
(第
二
問
の
4
)

花
樹
岩
は
所
謂
果
公
付
北
開
岩
に
し
て
六
甲
目
地
の
大
部
を
構
成
す
る
も
の
な
h
｡
肉
眼
的
に
は
淡
紅
色
を
量
す

る
粗
粒
質
の
川か
ポ
に
し
て
組
成
儲
物
は
石
英
正
長
石
黒
右
母
を
主
ビ
し
斜
長
石
及
び
角
閃
石
の
少
丑
を
含
布
す
｡
本

岩
の
前
任
肘
岩
に
様
飼
す
る
部
分
に
あ
h
て
は
不
堪
斑
岩
状
を
鼻
す
る
も
の
よ
り
花
尚
斑
岩
を
経
て
花
闘
岩
に
移
化

･:(}
山
地
の
形
成

二
号

7
七



地

攻

弟
十
替

第
四
餅

71究

]
八

せ
る
も

の
'
殆
ど
連
繰
相
を
有
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
｡
又
断
層
を
以
て
石
英
懲

雷
,
花
園
岩
亡
が
界
せ
ら
る
急
場
各
に

ぁ
･JL
で
は
両
者
閥
係
不
明
な
れ
ざ
も
恐
ら
-
噴
出
期
を
黄
に
す
る
も
の
の
如
し
｡
例

へ
ば
生
瀬
よ
-
有
馬
に
至
る
縛

道
及
有
馬
の
酋
有
野
村
に
於
け
る
が
如
き
は
石
英
斑
岩
は
花
局
岩
よ
-
後
の
噴
出
憶
な
る
が
如
し
｡
黙
れ
ざ
も
本
署

が
石
英
閃
絃
岩
を
貫
き
て
辻
大
し
た
る
も
の
な
る
こ
ど
は
疑
問
の
飴
地
な
し
｡

花
園
岩
岩
壁
よ
り
派
成
せ
る
岩
脈
に
は
オ
ル

ソ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
.
角
閃
哲

石
'
グ
ラ
ノ
ブ
ア
ァ
イ
ヤ
ー
､
ア
プ
ラ
イ
ト

ペ
グ

マ
タ
イ
ト
等
あ
ら
オ
ル
ソ
フ
ァ
イ
4･4-
は
吸
璃
貿
石
基
の
中
に
正
長
石
の
響

悶
の
み
を
碁
布
し
叉
グ
ラ
ノ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
は
少
量
の
白
雲
母
を
含
み
肉
眼
に
で
は
金
魚
白
色
な
-
角
閃
拘
岩
は
階
線
色
を
蓋
し
角
閃
石
の
響

還

し
｡
基

模
式
的
な
る
も
の
は
廓
耶
山
索
道
に
潜

へ
る
切
制
に
露
出
し
主
ビ
し
て
北
東
南
西
に
走
る
も
の
の
如
け
れ
ど
も
必
ず

し
も

一
定
な
ら
す
｡

4
､
第

三

紀

層

(
筋
二
間
の
3
)

撃

二
紀
静
は
末
々
北
棟
及
南
西
部
を
被
緩
す
｡
本
暦
海
浸
期
の
堆
積
暦
に
し
て
上
屠
殺
其
の
分
布
筒
域
を
庚
-
す

触
れ
で
も
其
の
中
に
含
ま
る
～
化
石
の
下
に
泥
棒
の
介
化
石
あ
･Ja
上
暦
に
植
物
化
石
あ
-
て
漸
次
河
口
叉
は
潟
性
堆

積
に
移
化
す
る
傾
向
髪

不
す
｡
本
暦
は
花
園
石
塊
の
堆
積
せ
る
基
底
棋
岩
に
初
ま
-
其
の
上
に
は
泥
岩
凝
悉

露

碧

の
互
厨
あ
り
て
最
上
部
の
響

石
に
終
る
が
如
し
.
磯
岩
は
着
生
暦
の
小
粒
園
磯
を
主
ビ
し
他
に
石
英
整

雷

含
む
こ

と
あ
り
､
層
位
及
び
其
の
堆
積
地
に
依
-
て
多
少
構
成
物
質
を
典
に
す
例

へ
ば
市
鹿
川
北
斜
面
に
於
で
は
山
頂
の
も

の
は
石
英
斑
岩
磯
を
稀
多
量
に
含
み
鍵
の
大
い
さ
大
な
れ
ぎ

も
之
よ
-
下
の
暦
は
古
生
膚
珪
質
岩
の
小
磯
の
み
ょ
h

成
る
が
如
し
○



.
春
樹
に
つ
き
て
特
に
注
意
す

べ
-
は
↓
郵
磯
岩
が
醐
月
苗
の
酉
北
な
る
満
腔
山
間
部
及
六
甲
山
地
の
其
々
北
棟
な

る
甲
山
の
南
方
L･1
る
花
陶
岩
山
頂
部
を
敢
ふ
こ
E
に
し
て
是
等
の
事
賓
は
明
か
に
本
山
地
が
或
時
期

(警

一配
暦
未

来
だ
侶
せ
ら
る
)
に
其
の
大
部
分
が
海
水
に
て
蔽
は
れ
其
の
後
の
隆
起
遊
動
に
よ
り
で
現
状
に
到
達
せ
る
こ
ビ
窒

ホ

す
も
の
な
ら
0

地
層
の
傾
斜
概
ね
水
平
t=
近
け
れ
ど
も
局
部
的
に
は
著
し
-
擾
乱
せ
ら
れ
傾
斜
四
十
度
を
起
ゆ
る
革
少
か
ら
す
例

へ
ば
精
淀
村
翠
ケ
岡
よ
-
北
兼
稽
野
村
鹿
飽
小
林
に
至
る
線
上
の
も
の
は
其
の

毒

に
し
て
明
ら
か
に
断
層
の
凝
塵

に
起
因
し
竺

嘉

暦
成
塾
後
に
於
け
る
地
質
担
動
の
激
甚
な
る
髪
不
す
○
又
鹿
屋
川
高
座
川
に
於
て
は
載
開
岩
が
断

層
に
よ
り
で
泥
岩
厨
に
直
ち
に
接
す
る
も
の
あ

-
1
其
の
担
任
且芸

大
な
る
べ
き
を
暗
示
す
.
本
望

嘉

暦
の
下
部

誓

石
中
に
崖
す
る
海
棲
介
化
石
に
就
い
て
は
既
に
横
山
班
撃
士
の
舞
子
よ
-
得
た
る
も
の
に
つ
き
て
研
究
あ
わ
.
教

上
部
鮮
新
堅

剛
後
切
も
の
ど
静
め
ら
る
｡

A▼

5
'
輝

石

安

山

岩

(
第
二
間
の
甲
山
)

輝
石
安
山
岩
は
本
-最

の
東
経
甲
山
を
L･1
す
0
高
聖

7
0
七
挙
の
-
讃
岐
岩
賓
安
山
岩
に
し
て
直
接
荘
嗣
岩
上
に

載
る
其
の
噴
出
の
原
因
及
び
機
巧
は
未

だ判
然
せ
ず
｡

輝
石
安
山
岩
は
騒
衣
色
に
し
て
組
織
撤
韓
顕
倣
鋸
下
に
響

買

石
基
の
中

i1=
少
量
の
長
石
及
輝
石
を
散
乱
す
整

14

倍
を
少
畳
に
含
む
も
副
成
分
た
る
に
過
ぎ
す
｡

6
1
洪

積

闇

(箪
二
間
の
2
)

山
地
の
兼
商
連
練
産
額
有
馬
街
道
に
宙
す
る
丘
陵
斜
面
及
任
苛
よ
り
有
馬
に
至
る
街
道
及
同
山
地
西
商
都
の
南
光

六
甲
山
地
の
形
成

夏

完



地

球

終
十
や

節
四
班

工
芸

二
C
)

過
線
に
嶺
達
し
､
第
三
紀
層
を
不
整
各
に
倣
ふ
砂
暦
及
磯
暦
の
瓦
層
に
し
て
殊
に
六
甲
山
地
南
兼
麓
の
も
の
は
急
斜

面
を
流
下
し
て
堆
積
せ
る
物
に
L
で
各
層
は
容
易
に
尖
激
し
陵
擬
暦
を
な
し
且
つ
其
の
構
成
物
質
は
太
さ
不
同
な
る

角
藤
よ
ゎ

成
る
｡
醐
月
第
三
中
撃
枚
脇
の
断
崖

の
切
崩
し
に
於
て
地
表
だ
暦
の
傾
斜
だ
が
平
行
を
な
す
は
流
下
の
際

の
傾
斜
再
考
不
す
が
如
し
｡
又
是
等
堆
積
物
は
成
生
後
は

一
度
海
蝕
を
受
け
て

一
段
丘
を
形
成
し
然
る
後
に
隆
起
せ

る
形
跡
あ
-
0

次
ぎ
に
之
れ
が
構
成
物
質
の
分
布
を
見
る
に
山
田
'
尭
六
甲
山
間
の
も
の
に
於
て
は
古
生
簡
捷
を
見
ざ
る
に
反
し

本
山
地
兼
々
北
部
及
南
両
部
な
る
紳
月
次
倉
山
以
酉
に
て
は
石
英
閃
哲

石
及
花
柄
岩
の
基
盤
上
も
頗
る
多
量
の
古
生

官

有
石
の
園
磯
を
見
る
O

こ
れ
本
山
地
中
央
部
は
箪

二
和
暦
に
蔽
は
れ
し
こ
ビ
無
き
を
暗
示
す
る
ビ
共
に
其
の
西
南

及
兼
々
北
部
凌
練
に
は
今
日
よ
り
温
か
に
旗
-
且
高
き
僚
贋
ま
で
分
布
せ
る
こ
E
を
明
示
す
る
も
の
な
-
0

7
､
扇

状

地

(第
二
間
の
2
〔
懲
〕
或
は
-
〔
新
〕
)

生
粥
川
沿
岸
､
有
馬
西
部
､
小
林
甲
兼
園
南
側
､
佳
苗
村
'
灘
村
及
び
醐
月
帝
附
並
に
特
に
凝
達
し
.
六
甲
山
地

の
地
塊
運
動
に
よ
っ
て
隆
起
せ
る
際
に
崩
落
流
損
せ
る
物
質
を
堆
積
せ
る
も
の
な
-
O
生
瀬
川
沿
岸
の
扇
状
地
堆
積

物
に
は
遠
望
し
て
白
色
及
び
褐
色
の
も
の
-
の
･･｡
て
､
前
者
は
花
園
岩
の
崩
壊
に
よ
-
て
塵
じ
後
者
は

一
度
生
じ
た

る
扇
状
地
が
崩
壊
し
て
二
次
的
に
生
じ
た
る
も
の
な
･Jl
.
又
紳
月
大
倉
山
の
西
部
に
あ
り
て
は
洪
積
層
の
形
成
後
却

ヱ

ハ
甲
山
地
側
即
ち
北
西
側
の
沈
下
せ
る
寧

ボ
し
扇
状
の
成
生
を
認
め
ず
.
是
等
の
扇
状
に
つ
き
て
六
甲
山
の
地
塊

運
動
を
考
察
す
る
時
は
本
山
地
形
成
の
地
塊
運
動
は
其
の
結
果
に
於
い
て
隆
起
髪

不
す
ビ
経
も
個
々
或
は
局
所
に
於

け
る
介
運
動
は
必
ず
し
も
同

J
な
ら
ざ
-
し
,hQLj示
す
も
の
な
あ
0



三
､
地

層

構

造

線

前
節

3･-

最

中
に
述

べ
-

警

依

去

山
地
に
警

地
形
及
地
-

に
賢

し
管

る
る
主
誉

瞥

嘉

の
方
向
ビ
を
示
せ
ば

1..
第

1
回
運
動

九

油
谷
妙
法
寺
に
至
る
も
の

pj

猫
野
村
鹿
厳
よ
り
虎
屋
に
至
る
も
の

仁

木
山
村
中
野
よ
り
賓
塚
に
至
る
も
の

n

生
瀬
よ
-
有
馬
に
至
る
も
の

N
N
E

I
S
S
W

N
N
E

I
S
S
W

N
E

-
Sly

E

t
v

臥

西
須
磨
の
西
部
よ
-
西
離
村
五
宅
に
至
る
も
の

N
F

SW

(
附
延
長
し
て
驚
塚
に
至
る
ビ
考
察
せ
ら
る
)

二
､

第
二
回
運
動

ん

任
瀬

よ
-
有
馬
に
至
る
も
の

E
-

W

Fj･

酉
灘
村
五
宅
よ

b
本
山
対
束
に
至
る
も
の

N
E
I

S

W

c

酉
須
磨
の
酉
は
本
於
よ
-
納
戸
大
倉
出
に
至
る
も
の

N
E

I
SW

d

其
他
扇
状
地
の
教
蓮
せ
る
部
に
小
規
模
の
臥
暦
を
惹
起
す
多
-
は
東
西
に
走
る

四
p
轄

言

大

小
山

地

の

形

成



節
十
辱

第

四
批

71fi.三

二
二

六
甲
山
地
は
第

1
閲
に
示
せ
る
が
如

-
第
三
期
末
菜
ま
で
は
商
圏

部
及
び
東
部
は
海
水
に
て
蔽
は
れ
夙
川

.
再
度
山
の
第
三
紀
層
を
形

成
し
､
中
央
部
な
る
六
甲
山
附
近
の
み
を
海
面
上
に
現
は
す
に
過
ぎ

ざ

-
L
が
後
本
山
地
の
隆
起
を
起
し
て
先
づ
童
に
北
東
南
西
の
新
暦

を
生
じ
更
に
洪
積
暦
の
堆
積
後
も
既
述
の
如
き
断
層
線
に
沿
ひ
て
地

塊
運
動
を
避
し
っ
つ
隆
起
を
縛
け
今
日
の
如
-
九
百
米
飴
の
高
距
を

有
す
る
山
地
ど
な
れ
る
も
の
な

･O
｡
今
此
の
地
形
展
開
の
大
蔵
を
未

示
せ
ば
上
記
の
如
し
｡
(第
二
因
に
は
不
明
鮎
少
な
か
ら
ず
本
文
を
参

照
せ
ら
れ
た
し
｡)

朝

鮮

両

虎

山

鹿

方

曹

逢

着

頑
庶
出
に
霞
石
閃
長
岩
を
塵
す
る
こ
E
は
有
名
で
あ

-
特
に
方
皆
珪
石
は
美
贋
に
背
紫
蘭
色
を
量
し
珍
異
な

解
物
で
吾
人
の
注
意
財
源
-
も
の
で
あ
る
｡
該
岩
石
は

方
曹
連
石
の
他
に
'
霞
石
､
鱗
雲
舟
､
正
長
石
､
倣
斜

長
石
'
白
長
石
'
蹟
楯
瑠
石
ー
夙
信
子
餓
ー
数
石
衣
磁
戯

原

口

九

高

額
等
よ
ら
戊
も

P
n
eum
at.
1itic
a
cti.
n
(
噴
究
作
用
)

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
'
上
記
の
鱗
物
中
tこ
含

有
さ
れ
る
鴎
索
'
ジ
ル
n
y
.
弗
素
炭
酸
瓦
斯
等
が
所

謂
錬
素
ビ
し
て
働
い
た
-
の
ど
惟
は
れ
る
｡
欝
で
坪
井

博
士
は
仇敵
岩
石
中
の

J
成
分
た
る
鱗
褒
母
に
就
い
て
光


